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プ ロ ダ ク ト・プ ラ ンニ ング 小 論
岡 本 理 一
1マ ー チ ャ ンダ イ ジ ン グ か ら
プ ロダ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グへ
1マ ーチ ャ ンダイジ ソグの概念 について
最近,わ が 国では アメ リカか らきた"ProductPla皿ing"とい う語 を 「製
品計画」 と訳 し,今 日の企業経営 の中核 とせ られ るマ ーケテ ィングのなかに
あ って,次 第に重 要な地位を 占め るもの とされ ているが,し か し,こ の語 の
示す事象が生起 して重視 されて きたのは近時 のこ とに属す るため,用 語 とし
てか な りつかわれ てい る割合に,そ の意義 の統一的 な ものはみ られず,概 念
もまだ 明確では ない よ うであ る。 か のア メ リカ ・マ ーケテ ィング協会(The
AmericanMarketingAssociation)の「定義委員会」 が1948年10月発行の
TheJoumalofMarketing誌上に 発表 した マーヶテ ィング用語の なか に も
"ProductPlanning"とい う項 目は 見当 らず,た だ"Merchandising"の定義
を述べた箇所 の注釈 において,と りあげ られて いる よ うな状況 であ る。す な
わ ち,マ ーチ ャソダイ ジソグを定義 して 「適正 な商品 もしくはサ ー ビスを,
適正 な場所 で,適 正 な時期に,適 正 な数量 を,適 正な価 格でマーケテ ィング
す るに要す る計画をたて るこ と」 と述べ,そ して,こ の 「注釈」 におい
て 「ここに述べ られ た活動(activity)はまたマーチ ャソダイズ ・プ ランニ ン
グもし くは プロダ ク ト・プラ ソニ ソグともよばれ る。 この活動のなか には生
産 もし くは仕入れ る商品の選 定,こ れ ら商 品の大 きさ,外 観,形 状,外 装
(包装など),仕 入量 もしくは生産量,仕 入時期 もしくは生産時期,プ ライス
・ライ ソな どの事項 を きめ る仕事があ る」 といって いるのであ る。 しか し,
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「プ ロダ ク ト・プラソニ ソグ」 を と くに項 目として と りあげなかつたが,わ
ざわ ざ注釈においてそれを マーチ ャソダイジ ソグと同一視 し,活 動 の内容を
述べてい る ことは,当 時,か な りそれが使われ ていた もの とみて よいで あろ
う。 アメ リカで"MARKETING"と い う語が生れて約50年を経過 し,ま た
これに関連す る多 くの用語 もつ くられ,一 応,整 理,統 一をはか る時期が き
たため,「 定義委員会」 の作業 もなされたのであろ うが,そ れ のえ らんだ用
語 のな か に"ProductPlanning"がなか った とい うことは,ま だ学問上 の用
語 として十 分に成熟 して いなか った ことに よるもの と思われ るのであ る。
さて,ア メ リカでは マーチ ャソダイ ジ ソグとプ ロダク ト・プラ ンニ ソグと
が 同意語 に され てい ることは上述の とお りであ るが,し か し,い つ もそ の よ
うな状態 にあった とい うわけでない。それは上記定義 の注釈に も述べ てい る
とお り,マ ーチ ャソダィジ ングとい う語 が 「種 々の意味に用い られてきた」
ことに よるものであ る。それの統 一的見解 とい うよ うな ものはみ られず,論
者に よって異 な り,ま た時代に よって変わ ってきたのであ る。す なわち,そ
れは,当 初,「 マ ーケテ ィソグ」 と同意 の ものと して用 い られた ことが あ る
し,ま た後には 「販売促進」 の意味をあたえ られ,さ らに 「プロダ ク ト。プ
ラ ソニソグ」 と 同一視 され る な ど,種 々の 内容 を もって 今 日に お よんで～・
る。かって コープ ラソ ド教授 はその著.P伽oψ伽ofMerchandingにおいて
「マ ーチ ャ ソダイ ジ ソグは顧客の積極的 な誘 引をはか るのに用 い られ る用語
で ある。それは,特 定の生産物(prodUct)を購入す るよ うに消費者 を刺戟 し
た り,生 産物の販売促進 をはか る よ うに卸売商や小売商を励 ま した り,ま た
生 産者か ら消費者 にいた る生産物分配 の包括的で一貫 した計画を,効 果的に
く　
.経 済的に編成 し,実 施す ることに よって,行 なわれ る。」 一一と述べ たが
これは マ ーチ ャソダィ ジ ソグを販売促進に重 点をお くマーケテ ィングの意味
に 解 した もの とみ て よいで あろ う。 この ことは,本 書の内容が 最寄 品,買 回
品,専 門品,産 業 品のマ ーケテ ィング,消 費老 の購 買動機,産 業 用品の購 買
ωMelvinThomasCopeland,P珈 の 」83げ.M[〃`加ndising,1925,PP.3-4.
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動 機,販 売陣容,広 告,商 品回転,価 格 方策一一 とな ってい ることで よ く分
る し,ま た,わ が深見義一教授 の1933年におけ るコープラ ソ ド教授 との会見
くり
記 に よ っ て も 明 らか で あ る 。
しか し,そ の 後,マ ー チ ャ ソ ダ イ ジ ソ グ を プ ロ ダ ク ト ・プ ラ ソ ニ ソ グ と 同
一 視 して い る。 す な わ ち,ナ イ ス トPt-一ム のMarketingHandbookによ る と
「マ ー チ ャ ンダ イ ジ ソ グ と い う語 は,マ ー ケ テ ィ ソ グ の 分 野 に お い て 他 の ど
れ よ りも種 々 に 解 釈 さ れ て い る」 が 「定 義 と して 次 第 に 認 め られ て き た 一 つ
ダコ
・の ものはCopelandとLearnedが共著(『 綿織物の マ ーチ ャンダイ ジ ン
グ』)で 述べ た もので,そ れ は下の とお り」 とい っている。 「マーチ ャソダ
イジ ソグは プ ロダ ク ト・プラ ソニ ソグであ る。マ ーチ ャソダイジ ソグの業務
砿 有利 な潜在 的需要 に適合す る商 品の特質を調べ,需 要 のあ る商 品を生産 し
得 るよ うに製造工場に指示 をお こない,販 売 の促進をはか って い くことを援
助 し,そ して,こ れ ら諸活動 に関連す る種 々の 日常的な作業 を監督す ること
であ る。それ は どの よ うな商 品を,ど れほ ど,い つ,そ して どれ ぐらいの価
く　ラ
楮 で生産す るか を決定す る ことを意味 してい る」。この よ うに マーチ ャソダイ
ジ ソグを プロダ ク ト・プラ ンニ ソグと同一視 し,商 品の品種,数 量,時 期,
価 格 のそれぞれ の適正化をはか るものと意味 してい るのは,ア メ リカ ・マ ー
ケテ ィソグ協会 の定義 と相 通ず るものが ある といえ るので あ る。
しか し,ま た このハ ソ ドブ ヅクは上 の記述 につづ いて,マ ーチ ャソダイ ジ
ソグは 「販売促進」 と同意語 とみ られ る ことも多 い とい ってい る。す なわ ち
「多 くの場合,マ ーチ ャソダイ ジソグは販売 促進 と同意語であ って,こ れ の
諸 活動 は広告 と人的販売 の間に存 して重 な りあ ってお り,そ して,こ れ ら二
くの
つ の機能を有効 に遂行 させて い くものであ る」 と述べてい る。
以上,プ ロダク ト ・プラ ソニ ソグの意義を明 らかにす るため,ま ずそれ と
同 意義 とされ るマーチ ャソダイジ ソグの意味す るところを眺めて きた のであ
(1)深 見 義 一 『商 業 学 』(現 代 商 学 全 集,第1巻,昭 和24年10月),p.54.
・(2)PaulH.Nystrom,MarketingHandbook,1954,PP.9--10.
t(3)Ibid.,p.10.
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るが,今 日では多 少の議論はあ って も,定 義 としては アメ リカ ・マ ーケテ ィ
くユ　
ソグ協 会のそれが一般に とられ てい るよ うであ る。それは計画をたて ること
す なわち商品を消費者需 要に適合 させ るための調査,研 究,案 出な どの活動
(activity)を指 して いる。 しか し同協会の定義委員会が以前 にマーチ ャンダ
イ ジ ングの定義 として 「販売 のために生産 され,も しくは提供 され る商 品を,
顧 客 の 要 求 に あ うよ うに調整(adjustment)する こと。 それは販売 と生産
く　　
もし くは再販売 のための購入 との調和(coordination)を含 んで いる」 と述
べ た ことがあ る。 これは マーチ ャンダイジ ングの機能を示 した ものといえ る
であ ろ う。すべ て組織の機能 はそ の活動の結果 と して遂行 され るものであ る
が,マ ーチ ャンダイジ ソグにお いては,た とえぽ商 品の品質,性 能,デ ザ イ
ソ,色 彩,ス タイル な どを顧客 の要求 にあ うよ うになされ る諸活動は,総 合
されて,上 記 の よ うな機能をはた している こととな るのであ る。 この よ うな
調整 とい う機能 をはたす ための活動 として,ア メ リカ ・マーケテ ィソグ協会
の定義では,商 品 もし くはサ ー ビス,場 所,時 期,数 量,価 格 の適合 をはか
るよ うに計画をたて ることといっているが,そ れ ぞれ について の説明は して
いない。 よってそれ を説論す ると下の とお りとな るであろ う。
(1)適正な商 品(Rightmerchandise)
すべ て商品は,そ れが消費者 に購入せ られて使用,消 費 をみ るためには,
そ の欲求に よ く適合す る諸要素をそなえて いなければ な らない。 これ には商
品の材料や製法の よ うな物理的 な もののほか,品 質,性 能,大 き さ,重 量,
デザ イ ソ,色 彩,ス タイル,包 装,流 行性 な どがあげ られ る。 これ らの一つ
一一つが 消費者 の欲求 を満足 させ ,生 活 の安定,向 上に役だ って こそ商品 と し
ての価値は大 きい といえ る。 しか し 「適正」 は 「最上」 を意味す るとはか ぎ
らない。 マーチ ャンダイジ ングはつねに最大 の利益をあげ るため,原 価,売
(1)これ につ い て は荒 川 祐 吉 教 授 の批 判 が あ る。 ま た ダ ヅデ ィ ら(Duddyand
Revzan)はそれ を マー ケ テ ィ ン グ戦 略 の 機 能 とい って い る旨の 論述 が あ る。 荒 川
祐 吉 『現 代 配 給 理 論 』(昭 和35年4月),p.197.
(2)Nystrom,op.ぬ,p.10.
プ ロダ ク ト ・プ ランニ ング小 論(岡 本) 5一
価 との関係を考慮 しながら,消 費者の欲求に適合す る商品を生産 し,販売 し
得るよう,上記の諸要素を研究 し決定す るものである。
(2)適正な場所(Rightplace)
すべて商品はその需要が多 く,し たがって売上高 と利益の増大をはか り得
る場所をもつ ものである。その場所は特定の地域にかぎられることもあれぽ
また生産地や販売地から遠近さまざまの地域にわたることもあるし,さ らに
それぞれの地域 の広 さも一様でな く,種 々のものがみ られ る。 これ らの場所
を通常 「市場」 といっているが,い ずれ も運賃,販 売経費 をは じめ 競争状
態,道 路,倉 庫などの諸事情によって影響 されるものである。マーチ ャソダ
イジソグはこれ らの諸条件をよ く研究 して,需 要が多 くして消費者の利便を
はか り,みずか らも多 くの売上高 と利益をあげ得る場所を選定するものであ
る。
(3)適正な時期(Righttim.e)
すべて商品はその需要が多 く,し たがって売上高 と利益の増大をはか り得
る時期をもつ ものである。その時期は一時的や短期間のこともあれば,ま た
長期にわたることもあり,さ らに循環的に到来す ることもあって,一 様でな
い。商品によっては,需 要が1年 中を通 じて不変のものもあるけれ ども,多
くは春夏秋冬のような自然的,季 節的事情によって変わった り,また人 々の
所得や購買力の増減な どの経済的事情,さ らに人 々の嗜好,流 行,慣 習,行
事な どの社会的事情によって変わるものである。なお,競 争状態にあるとき
は,市 場へ提供す る時期について,上 記の諸事情 とあわせて十分な研究を要
する。マーチ ャソダイジソグは需要の多い時期を失わず,消 費者の利便をは
かると同時に,み ずか らの売上高 と利益の増大を獲得し得 る時期を選定す る
ものである。
(4)適正な数量(Rightquantities)
すべて商品は市場へ提供するにあた り,そ の数量はつねに需要量に適合 し
ていることが望まれ る。需要量を こえるときは市価の低落をみて利益を減少
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させ,需 要量 に不足す るときは消費者 の需要を満 た し得ず して販売 の機会 を
逃が し売 上高 を減少 させ ることとな る。 しか し需要量の確認は容易にできな
い し,供 給量 も他企業 の ものがあ って,数 量 的に需要 と供給の適合 をはか る
ことはむずか し く,そ れ の実現のためには多 くの資料 と調査,研 究 を必要 と
す る。 マ ーチ ャンダイ ジ ングは これ らの活動に よって最 も多 くの売上高 と利
益をあげ得 る製造量,仕 入量,販 売量,在 庫量 な どを決定す るもので ある。
(5)適正 な価格(Rightprice)
すべ て商品の価格は企業に と り最大の利益 のあげ られ るものが望 まれ る半
面,消 費者には一般 に低 い ものが欲せ られ る。 しか し,そ れ を高価格 にす る
か,低 価格にす るかは,商 品の種類,販 売数量,販 売努 力,消 費者の所 得,
購 買力,生 活状態 な どに よって異 な り,ま た他企業 との競争状態にあ るとき
は,広 告その他 の販売促進方策 が講ぜ られ るな ど,そ れ の有利 な ものの決定
は容易で ない。マーチ ャソダイジ ングは これ らの諸点を よ く研究 して,売 上.
高 と利 益の増大 をはか り得 る価格 を決定す るもので ある。
2プ ロダク ト・プ ランニ ングへ の進展
マーチ ャンダイ ジ ングにつ き,ア メ リカ ・マーケテ ィソグ協会の定義 もあ
って,そ の意義 は,一 応,統 一 され た と思われ るのに,最 近,そ れ に代わ っ
て 「プ ロダク ト・プ ランニ ソグ」が広 く用いだ され てきた理 由は何か 。 これ.
は アメ リカにおいて も,ま た学 問上 の影響を多分に うけ るわが 国において も
一つの問題 た るを失わ ないであろ う。その最 も基本 的な理 由が資本主義 の高
度発展にともな う企業経営の変革にあることい うまで もな く,す なわち企業.
の大規模化,市場支配への指向,企業間競争の 「価格」 より 「非価格」的なも
のへの移行,技 術革新の進展にともな う新製品開発や既存商品の内容の変化一
の容易性,消 費水準の上昇と新製品出現の要望 などに よることが大きい
のである。このため,実 際界の人々に より,自 由に多様な意味に用いられて
まぎらわ しい 「マーチ ャンダイジソグ」か ら意味内容の明確な 「プロダク ト
・プラソニソグ」への移行がお こったのが アメ リカにおける実情のようで㍗
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それは十分に理 由のあることと思われる。わが国では,以 前,マ ・一チ ャンダ
イジングを 「商品化」 「商品企画」 「商品計画」 「商品化計画」などの訳語
で,多 少,文 献にみ られる程度であったが,最 近,代 わって 「プロダク ト・
プラソニソグ」 と原語のままで,ま た 「製品計画」 とい う訳語で用 いだされ
てきた。これ も基本的には,経 済の高度成長下,上 述のような企業経営の変
革や消費水準の上昇 とい う時代の背景があると同時に,ア メリカにおける上
記事情の影響も大きいといわねば ならない。す なわち,ア メリカ文献の輸入
や渡米視察者の報告などは,そ れを伝えるにあずかって力のあるものとい う
ことが で き,そ の一つ と して,日 本 生産性本部 の第2次 マーケテ ィング専 門
視察団の報 告書 『プ 冒ダク ト・プ ラ ンニ ングー ア メ リカにおけ る製品計画
の実情』(昭 和34年5月)におけ る論述が あげ られ る。 同視察 団は昭和33年7
月に アメ リカへ渡 り,同 国経済 におけ るマーケテ ィングの実際 を調査 し,と
くに プ ロダク ト・プラ ンニ ソグの知識獲得をめ ざ した ものであ るが,上 記報
告書に論述す る ところは,同 視察団員諸氏が他 の機会に発表 された論稿 など
とと もに,プ ロダク ト・プラ ンニ ングへ の移行を伝 え る うえに寄与す るとこ
ろ大 きかった ものといわ ねば な らない。い ま,そ れを伝 え るところを記す と
下 の とお りであ る。
「常 に一 つの名称,マ ーチ ャンダイ ジ ソグのみに頼 ることの,実 際的でな
い ことを しぼ しぼ知 らしめ られた。 さ らに言えば 同 じ内容 を表現す るに,マ
ーチ ャンダイジ ングなる名称を捨て ,む しろ プロダク ト・プラ ソニ ソグなる
名称 を用 いる方が よ り適切であ る場合の多 い ことをす ら,し ぽ しぽ知 らしめ
られ た。す なわ ち,視 察行 の進むにつれ て,そ の内容 に変わ りは ないが,わ
れわれ の テーマ として用 い るべ き もの と しては,む しろ プロダク ト。プラ
ンニ ング(ProductPlanning製品計 画)な る名称 の方が よ り実際 的 ない
し今 日的で あ るとい う確信を われわれ 一同は もつ ことに なったの であ る」
(同報告書,P.31,深見義一氏述)。 そ して,こ れ らの理 由に よって,同 書末
尾(P.397)の編 集後記(五 老信吉氏述)に もあ るとお り 「本書 の題名は当初
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"マーチ ャソダイ ジ ソグ"と す る予定であったが ,視 察中 この言葉が,い か
に ラフに使用 され てい るかに驚 き,か つ この言葉を もって,わ れわれ の意図
す る製品計画を表わす ことは必ず しも妥 当で ない とい う結論 に達 した。そ こ
で アメ リカでは っ き り製品計画を表わす 言葉 として使用 され てい る"プ ロダ
ク ト・プラγニ ング"と い う文字 を題 目に使 うことに した 」 とい うの で あ
る。
また これ と同様 の ものは次の所 論 に もみ られ る。 「視察 中の数 度にわ た る
討 論 の結果,前 述 した よ うな製品企画 などとい う意味を表わす場合 には,マ
ーチ ャンダイジ ングとい う用語を使 うのをやめ て,ア メ リカで もこの内容を
意味す る用語 と して実際 に多 く使用 され てい るプロダク ト ・プラ ソニ ソグと
く　　
い う言葉 を使 うことに見解を統一 したのであ る」。 また アメ リカ ・マーケテ
ィング協会の専務理事 の ゴー ドソ氏(WilliamC・Gordon,Jr)も氏 らの質問
に答 えて マーチ ャソダイ ジソグの定義 は 「訂正 さるべ く協議 中で ある」 とい
くの
った とい うことは注 目を要す るもの といえ よ う。
さて,そ れでは プロダク ト ・プラ ソニ ソグとは何であ ろ うか。 これに関す
る諸説 は後述す る ところにゆず り,こ こに一,二 の問題 点につ いて記 してお
こ う。
まず 「プロダク ト」(peoduct)についてみ るに,そ れが 「工業製 品」 を指
してい ることはす でに述べ た とお り,急 激 な技 術 革 新の進展,大 規模化す
る生産設備,よ って生ず る大量商品の販路拡張 と大量消費 とい う事情 か
らみ て明 らかであろ う。 したが って プ ロダク ト・プラ ソニ ソグは工業製 品を
対 象 とし,他 の農産物,林 産物,水 産物,鉱 産物 な どのそれ を と くに意味 し
ている とは思われず,ま た商業におけ る商品 の仕入れ な どを対象 として もい
ない よ うであ る。 ロス トウは現代を称 して 「高度大衆 消費時代」(Theage
ofhighmass・consumption)とし,消 費水準 は基本的 な衣,食,住 を こえて
(1)五老 信 吉,「 商 品 計 画 」(現 代 経 営 学 全 集,第5巻 『マ ー ケ テ ィ ン グ』所 収,
第4章,昭 和34年8月,p.111.)
(2)同上 書,P.112,雑 誌 『Marketingと広 告 』 第27号,(昭 和34年5月),P.3.
!
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拡大 し,自動車,一 世帯用住宅,道 路,家庭用耐久財,高級食品などが増大す
くわ
ると述べ てい るが,こ れ らはいずれ も工業 製品に属 し,そ の大量 消費を もっ
て時代 的特質 とみてい るもので ある。 また 「新製品の開発」(New-product
development)につてて論述 された ものをみ て も,.すべ ては工業製品のそれ
の
を指 してい ることが知 られ るのであ る。
しか し,将 来 の動 向 としてみ るとき,そ れ を工業製品のみに限 ることは異
論 な しとしないであろ う。 もともと"Product"とい う語は広 く生産物一般を
指 してい るか ら,そ の プラ ンニ ソグとい う場 合,農 産物や水産物 な どに も適
用 され るはず であ る。た しかに今 日は工業上の技術革新が甚だ し く,た めに
焦点が工業製 品にあて られてい るので あ るが,同 様 のことが農業や水産業 な
どにお これぽ,当 然 これ らの生産物 について もプラ ンニ ソグが 必要 となるに
相違 ない。今 日,農 産物や水産物 な どにあっては,品 質をは じめ,性 能,大
きさ,重 量,デ ザイ ン,色 彩 な どにつ き,消 費者の欲求 に適合 させ る よ うな
計画化は 困難多 く,な かには不可能 な もの もあ って,と うてい工業製品の比
で な く,そ れは大工場におけ る機械生産 と,気 候,温 度,湿 度,風 水,地 味
な どの 自然 的事情 に左右 され ることの甚だ しい抽 出生産 との差 と して,避 け
が たい こととされ る。 しか し,今 後,消 費水 準が上昇 し,す べ てておいて高
級 品が要望 され,また農業,水産業な どにおいて技術 革新 がお こって くれば,
ただ天然に生育 された ままの ものを消費す るだけで は満足 されず,次 第 に品
質,性能,色彩,形状 な どのす ぐれた ものが求め られ るにいた り,工業製品にお
け る と同様,プ ロダク ト・プラ ソニ ソグの理論 と手 法を必要 とす る と思われ
(1)W.W.Rostow,TheSta8esofEconomicGrowth,1960,Ch.6,PP.73-92.
木 村 健 康 他 二 氏 訳 『経 済 成 長 の 諸 段 階 』,(昭和36年6月)第6章,pp.99-125.
(2)た とえ ばRichardD.Crisp,MarketingResearch,1957,Ch.23,New-product
Development.邦書 につ い て も同様 で あ る。 た と えば 野 田信 夫 編 『市 場 調 査 と製
品 開発 』(経 営 工 学 講 座,昭 和34年4月),唐 津 一 『新 製 品 開 発 の 技 術 』
(昭和36年3月),今 居 謹吾 「製 品 計 画 」(河 野 豊 弘 編 『長 期 経 営 計 画 』 所 収,
(昭和36年1月)。 原 田俊 夫 『マ ー ケ テ ィ ング』(昭 和33年5月)は 「メ ー カー を
主 体 とす る商 品 化 計 画 は,結 局,製 品 計 画(Productplanning)だと もい わ れ る」
と述 べ られ て い る(同 書,p.11.)。
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るのであ る。すでにその一部 は,今 日,農 産物や畜産物 な どの品種 改善にみ
られ,次 第 に拡大 してい くよ うである。要す るに,プ ロダク ト・プラ ソニ ソ
グの対象 としては,工 業製 品に限 らず,農 産物や水産物 な どに も及ぶ ことが
妥当 と思われ るのであ る。
なお,「 プ ロダク ト」 とい う語 は,商 業 の場合,ど うであ ろ うか。 ア メ リ
カではデ ィーラ ・ー…(Dealer)のプ ロダ ク ト・プラ ンニ ソグとい う言葉が使わ・
れ てい ることは,既 述,第2次 一r-一ケテ ィソグ専 門視察団の人 々の語 ると こ
ろで あ る。 しか し商 業は商品を仕入れ て販売す るものであ って,製 品をつ く
るもので ないか ら,本 来,そ れ は適用 し得 ない もの と思われ る。卸売商や小
売商 の経営において,そ れに該 当す るものは仕入れ る商品 の選定や在庫量 の
決定 な どの計画化 にあ るか ら,プ ロダク ト ・プラ ソニ ングとい うよりは,ア
メ リカ ・マーケテ ィソグ協 会の定義 にみ られた 「マーチ ャソダイズ ・プラ ゾ
ニ ング」(MerchandisePlanning)とす る方が適 当 と考 え られ るのであ る。
次に 「プラン ニン グ」(Planning)について一 言 してお こ う。 すでにア メ
リカ ・マーケテ ィング協会の マーチ ャン ダイ ジン グの定義に よって も知 られ
る とお り,プ ラ ンニ ングは計画す ること,換 言すれぽ意識的に一一定の方式に
よって調整機能をはたす活動 を さしていて,動 的な概念 と解 され てい る。 こ
の ことは,後 に述べ るとお り,ホ ル デソ教授 らに よって,プ ロダク ト・プラ
ソニ ソグを プ ロセス(過 程)と いって い るの と合致す る ものであ る。 なぜ な
らプ ロセス(過 程)は 活動の 集合に よって 生ず るか らで あ る。 ところで,こ
れ を 「適正な商 品」 のプ ラ ソニングについてい うな らば,そ の品質,性 能,
デザ イン,色 彩,ス タイル な どにつ き,消 費者 の欲求に適 合す るものは何で
あ るかを知 り,こ れ に もとつ く案 出を し,技 術 的な製造に回 して,調 整をは
か る ものであ る。 したが って,そ こに調査,研 究 や資料収集 な どの諸 活動が
内在す る ことい うまで もない。 この意味で プラン ニン グを邦訳 して「計画」と
い うよりは 「計画化」 とい う方が適 当 と思われ る。従来,マ ーチ ャン ダイ ジ
ン グにたい し 「商品化」 「商 品企画」 「商品化 計画」 な どといわ れてきたの
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は,み なそ の真意を表現す るため の訳語 にほか な らないが,プ ロダク ト・プ
ランニン グにつ いて も同様の考慮が必要 と思われ るのであ る。
皿 プ ロダ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グ の意 義
1ア メ リカ に お け る所 説
プ ロ ダ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グ の 意 義 に つ き,ア メ リカ で は マ ー ケ テ ィン グ関
係 の 文 献 に 種 々み られ るが,こ こ に は ナ イ ス ト ロ ー ム のMarketingHandbook
に 記 述 され た と こ ろ に つ い て み る こ とに し よ う。 こ の 書 で は ス タ ソ ブ ォ ー ド
大 学 の ホ ル デ ン,ブ イ ッ シ ュお よ び ス ミス三 氏 の 共 著 に な る 『ト ップ ・マ ネ
ジ メ ソ トー 組 織 と 統 制 』 の 第3部,第12章,製 品 の 品 種 の 統 制(Control
overlineofproducts)のな か の 「プ ロ ダ ク ト ・プ ラ ン ニ ン グ」 の 所 説 が 引
(1)
用 されてい る。
これ ら三 氏の所説 に よると,製 品の品種 を統制す る包括的な計画は,論 理
上,次 の三 つに大別 され る。
製品計画(Productplanning)一どの よ うな 製 品が最 も有利 な 品種を構
成す るかを きめ る分析 的機能であ る。
製品開発(Productdevelopment)製品についての研究 と設計 をす る技
術的機能であ る。
製品決定(Productauthorization)一製品の品種 とそれ に 関連す るいず
れ の変更に も最終決定 を した り,承 認をす ることであ る。
この よ うな三氏 の見解に よってみ ると,プ ロダク ト・プランニン グは製品
の品種を統制す るにあた り,製 品開発や製品決定 とともに主要 な1部 面を な
していて,そ れは最 も有利 な商品を きめ る機能 とされてい る。 これについて
(1)PaulH.Nystrom,MarketingHandbook,1954,P.149.
PaulE.Holden,LaunsburyS.FishandHerbertL.Smith,Top-Management
Organizatienand(70ntrol,14thed.1952,p.149.本書 に つ い て は 岸 上 英 吉 訳 『ト
ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト」(最 高 経 営 層 の 組 織 と経 営 統 制)(昭 和26年11月)が あ る 。
こ こで は"ProductPlanning"を「製 品 の 企 画 」,"Productdevelopment"を「製
品 の 商 品 化 」 と訳 さ れ て い る。
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次の よ うに述べ ている。
「プロダク ト・プ ランニングは見込市場か ら最大の利益 を得 るのは どの種
の製品であ るか をきめる過程(process)であ る。そ の 目的は製 品の品種が論
理 的で,よ く設計 され,そ して個 々に正当 と認め られ る品 目 一それは会社
を最 も強 い競争 上の地位にお くものであ るが 一一に確実に限 ることで ある。
(1)
これは 次の よ うな重 要な局面を含む ところの主 として分析的な問題であ る」。
そ して,原 著 ではつづ いて市場分析,製 品品種 の分析,単 純化,合 理化,製
品 開発,製 品決 定,典 型 的な統制方式,修 理 と取替部品 の統制 一のそれぞ
れにつ いての説 明が ある。
以上の よ うに,プ ロダク ト・プランニン グは どの よ うな製品が 最大の利益
をあげ得 るかを きめ る過程 とされ てお り,い わば製 品の内容 の適正化に重 点
がおかれてい る。 この ことは,プ ロダク ト・プラン ニソ グが製 品開発 と機能
的に,一 応,区 別 されていなが ら,事 実上,両 者 は不可分 の関係 にあ るもの
とされ,ナ イス トロー ムは 「会社 はつねに 次の事項 を研究 しておかねばな ら
ない」 といっている ことで よ く察せ られ よ う。
?
?
?
?
?
?
?
製 品の性質が適正であ ること。
製 品のデザ インが適正で あること。
ア ドバイスに よって新製 品を加え ること。
ア ドバイ スに よって現製 品 を除 くこと。
新用途が 適 当に開拓 され ること。
包装が適当であ ること。
製 品の商 標が適当で ある こと。
したが って,プ ロダク ト・プラソ ニソ グには販売促進 の ような活動は含 ま
れ ない もの とみ られ るので ある。
2わ が 国におけ る所説
(1)Nystrom,op.cit.,P.149.Holden,Fish,Smith,op.cit.,P.178.
(2)Nystrom,ibid.,P.151.
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最近,マ ーケテ ィン グに関す る多 くの著書が刊行 され,プ ロダク ト ・プラ
ン ニ ソグについ ての論述 もみ られ るが,そ の意義を確 定 して詳細に論述 しだ
ものは 少ない ようであ る。 いま,そ の二,三 の ものをみ ると,「 製 品を消費
くユラ
者欲求にマッチせ しめ る活動」 とか,「 製 品 自体 に関す る計画である。需
要の動向と自己の経営政策 とを考え合わせて,い かなる製品を製造す るかを
く　ラ
決定す る」 といわれ,簡 単 な所 述に とどまってい る。 もっ ともプ ロダク ト・
プ ランニ ングといわず にマーチ ャソダイジ ソグの題 目で同様の論述を された
くの
もの も少な くないか ら,い ちが いに上述の よ うには いえ ないが,し か し十分
に論 議のつ くされ ていない のは事実 といえ よう。 この よ うな現状 か らみて,
日本 生産性本部 の第2次 マ ーケテ ィング専 門視察団が上記の報告書 にお いて
述べ てい るところは注 目を要 しよ う。 これ はア メ リカ,ミ シガ ソ大学 のフ ェ
ル プス教 授(D.MaynardPhelps)のマーチ ャンダイ ジ ソグの定義 「製 品あ
るいは販売 品を 消費者の必要 や欲求にあ うよ うに調整す る計 画化 とこれ に と
くの
も な う手 続 き や 統 制 活 動 を 含 め た も の」 に 関 連 させ て プ ロ ダ ク ト ・プ ラ ソ ニ
ソ グ の 意 義 を 定 め た も の で あ る 。 フ ェル プ ス 教 授 は 上 記 の 調 整(adjustment)
に は 質 的 な もの と,量 的 な も の とが あ っ て,前 者 に 性 質,形 状,色 合 い な
ど,ま た 後 者 に 製 造 量 や 仕 入 量,在 庫 量 な どが あ る と し,こ れ ら両 者 は,実
際 上,分 離 す る こ とは で き な い が,研 究 上 は 区 別 さ るべ き も の と して,前 者
を 対 象 とす る も の をPlarmingtheProductとよん で い る。 そ し て 販 売 促 進
や 販 売 活 動(Sellingactivities)e9含ま な い も の と して い る 。 と こ ろ で,視 察
団 の 報 告 書 に よれ ぽ,フ ェル プ ス教 授 の い うマ ー チ ャ ソ ダ イ ジ ン グ の 定 義 に
(1)三上富三郎 「プ ロ ダク ト・プ ランニ ング」(『マーケ ティング ・ハ ンドブヅク』
所収,昭 和36年11月)p.312.
(2)久保村 隆祐 「販 売管理 」(昭 和31年11月)p.23.
(3)宇野政雄 「マー チ ャンダイジ ング」(経営 学全集 第5巻 『マーケ テ ィング・マ
ネジ メ ン ト』所 収,昭 和34年9月,第3章)pp.124-179.
(4)日本生 産性 本部 「プ ロダ ク ト・プ ランニ ングー ア メ リカにお ける製 品計画 の
実情」(第2次 マーケ ティ ング専門視察 団報 告書),昭 和34年5月,p.32・この マ
ーチvン ダィジ ングの定義 は 次 の書 に もみ られ る。D.MaynardPhelpsandJ.
HowardWesting,MarketingManagement,1960,p.19.
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販 売促進 と販売活動を加え,さ らに質的,量 的の調節活動をもとりいれた も
(1)
の を 「プ ロダク ト・プ ランニ ング」 と規定 しているのであ る。 また同視察団
の 五 老信吉氏 は 「プ ロダク ト・プラソニ ングとは適正な商 品を,適 正 な時期
・に,適 正 な価格 で,適 正 な場所へ,適 正な数量 を もって,適 正 な 対象に対
し,適 正 な販売作戦 をお こなって提 供す るよ うに企画す ることで ある」 と定
義 し,そ して 「この定義的な ものの内容か らプ ロダク ト・プラ ソニ ングとい
う言葉は生産 者ば か りで な く,販 売業者 にも適用 して よいのでは ないか と考
え られ る(わ れわれ視察団においてはア メ リカの企 業家 たちの実情 か らデ ィ
ラーのプ ロダク ト・プラ ンニングとい う言葉を使 うこととした)」 と述べ ら
(2)
れ て いる。
以上に よってみ ると,視 察 団の統一的見解は プロダク ト・プラ ンニソグを
す でに述べ た よ うに,現 在,ア メ リカで通行 中の ものに くらべて広 く解 して
お り,関 連 あ るものは包含す るとい う概 念構成が なされ て,た とえば広告 な
どの販売促進策や販売活動 な ども包含 してい るのであ る。た しかにマーチ ャ
ソダイ ジ ソグとい う語 はかな り内容の広 い ものであ るか ら,プ ロダク ト・プ
ラ ンニ ングを,今 日,そ れに代えて使 うとい うことか らみれぽ,広 義にな る
の もやむ を得 ないであろ うが,し か し多 くの ものを包含 して広義 に解す るこ
とは,言 葉 の もつ 固有 の意義を見 うしなわせ,そ の本質的要素 の把握を 困難
にす ることな きを保 し難 いのであ る。
5要 約
プ ロダク ト・プラ ソニ ソグとは何であ るか。上に述べた諸説 の意味す ると
ころか ら考察す るな らば,そ れ には 「製 品」それ 自体の計画化をはか るとい
うもののほか,そ れに関連す る販売促進活 動な どを加 えた もの の二つが
あ る といえ よ う。
まず前者 は,た とえば フ ェルプル 教授 のい うPlamingtheProductにあ
(1)日 本 生 産 性 本 部,同 上 報 告 書,pp.32-33.深見義 一 述,pp.93-94.山本 錐 二 述 。
(2)五 老 信吉,前 掲 書,P.114.雑誌 『Marketi㎎と広 告 』 第27号,P.4.
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・た るもので,「製品を消費者の必要や欲求に調整する計画化 と手続き,統 制
活 動を含むもの」 とい うようなものである。 ここでは製品の品質,形 状,色
合いなど 「質的」な適正化をはか る活動に限 られ,製 造量の適正化をはかる
活動は含 まれない。いわば固有の意味におけるプロダク ト・プラソニソグと
で もいうべ きものであろう。 しか し,これにはホルデ ン教授 らのい うプロダ
ク ト・プランニングのように 「製品の品種をきめる過程」だけを意味 し,製
'品開発を別個に考えるとい う狭義のものが存す る。 しか し,今 日,プ ロダク
ト・プランニソグの必要となった理由を考え,重 要性の強調 される事情か ら
ながめるとき,た だ既存商品の内容を改良す るだけでな く,新製品の開発は
それ以上の重要性を もつ ことが多いと思われ るゆえ,ホ ルデソ教授 らが 「製
囁 の品種を統制する包括的な計画化の内容」 としてあげている 「製品計画」
「製品開発」 「製品決定」の三つをあわせた ものをプロダク ト・プラソニソ
グとみる方が適当とされ るのである。ただそれがフェルプス教授のい うとこ
ろと完全に一致す るとは保 しがたいが,大 体において固有の意味におけるプ
ロダク ト・プラソニソグの範囲に属するものといえるであろ う。
次に後者は,す でに述べた第2次 マーケテ ィソグ専門視察団の報告書にお
ける見解であって,上 記のとお り固有のもののほか,販売促進策,販売活動お
よび質的,量 的調節活動を加えた ものである。商業にも適用 して仕入量,在
庫量などの計画化を含んでいる点において広範な内容を もつ ものといえる。
いわばプロダク ト・プランニソグの広義説 とでも称すべ きものであろ う。は
た してこのような性質の異なる多 くのものを含む広義説が,そ れの本質把握
に 際 して支障がないか どうか,検 討を要するところと思われ るのである。
最後に,以 上の諸説 のうち,い ずれをとるか,ま たは新 しい意義を定め る
か,に わかに判定す ることは困難 と思われる。それにはプロダク ト・プラソ
ニングとい う語に よって表現され る事象の正確 な解明,今後の発展の十分な
観察,そ の内容 となる一語一語の意味の確定な どをおこな うと同時に,他 の
マ ーケテ ィソグ用語 との関連や境界などもよく考究 して定め ることが必要 と
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思 わ れ る の で あ る 。
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